



平成十四年九月から同十五年五月までの間に毎月出版され、次いでこの度、補巻二として『万葉記紀新考』 （平成二十四年十月）を上梓された。発表論考は平成十六年から平成二十四年ま 、したがって、著作集完成からさらに新たな論考が加えられたも と拝察する。本書の書評を預かる身はもとより浅学ゆえ適任とは思われないが、氏の謦咳に接するものの一人として本書からのメッセージを分かち合う気持ちで記してゆきたい。　
氏の論考の全体像（後注参照）は万葉歌人の柿本人麻呂
論と呼び得るもの 、 その勢力を傾注された人麻呂研究と、そこから展開した万葉研究 （記紀を含む） の諸論考とによって形成されている。こ 中にあって、二つの補巻には長年






























































立てとしたことによって残った歌々が「雑歌」であって、それ故に部立てとして冒頭に立った、という点にあり、その「雑」の典拠は隋書経籍志（集）に見られる『雑賦』 『雑詩』 『 碑』 『雑論』 『雑詔』などに依ったのであろう、とするも である。　
本論は右の氏の持論の補考となるもので、 「雑」の意義
を徹底させたものである。従来三大部立ての「雑歌」には宮廷における公的・祭儀的な歌という意義を持つと云われ続けているが、 「雑」にはそうした意味はなく、さまざまな歌と言うのが原則と指摘する。にもかかわらず三大部立ての冒頭に位置づけられ のはなぜかと問い、その理解として、 「やがて、個人間の恋歌のやりとりと死者への悲歌とが、宮廷生活において重視 れるようにな 、享受上、創作上の必要から「相聞」 「挽歌」の部立てのも 、その分類に入れるべき 々が抜き出され そ 結果が現在見られる巻一の体裁であって、 「公的で清明なめでたさを強めた歌群ともなっていた」が、それらは宮廷行事や国見歌や行幸地賛美やのさまざまな歌、すなわち本来の「雑の意義が引き継がれていると見るのである。　
右は氏の描いている万葉集成立の原風景であるが、この
所論は既に三十年以前に提出 れ た、同時代の万葉集成立論の盛んな時代の緒家の中に提出されていた も関わ
























る。氏は「雁卵」は仁徳代に奇跡的に水 の人工飼育に成功した技術者（韓人）への驚嘆・賛美 り、常世（生命の原郷・理想郷として 他界）を現出する島状古墳の水鳥





は従来居所の庭園とするのが一般的見解として通用していた。しかし、 氏は右の巣山古墳の島状遺構をヒントに 、「島」の字義を再度検討すべきことを提案し、当時中国から到来している文献類、我が国の記紀・風土記等の博引検証によって、 結果
 「島」は海中の島であることを確認する。























































なった分、そこに展開されてい 多面的に放射されている論考のヒントをことご く落として まっていること 残念に思われる。氏の論考の特徴は、調査すべきことは調べ尽くす意志力、確固たる論証の手順、根拠と見通しをもった仮説などに加えて、ごく最近 考古学の発掘・報告に基づく着想があることであろう。発掘される遺構・遺品が語りかけてくるものは新たな構想の種子となろう。その想像に満ちた世界が個人的な理解からより共有しう 理解へと検証的にとり扱う評価・論評が 文学・史学・考 等の総合的古代学からの視野に立って求められると ろである。　　
○
　
Ⅱ 「新 ・ 万葉一枝」
は量的にも本書の主要な構成要素となっ
ているのだが取り上げる余地が不足してきていること お詫びしたい。歌誌「水甕」に連載された短編のエッセーである。全六十一篇は単独個別ではな 連続性がある。おおよそ防人歌関係、歌木簡関係、水鳥関係、花関係をテーマ
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